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１．利用者ID体系の見直し

区 分 概 要 備 考

１．個別検討事項 利用者ID体系の見直し

２．現行仕様 ・ NACCSの利用者IDについて、利用者コード５桁＋利
用者識別番号３桁の８桁である。

・ APSのWeb業務では、10桁のIDを用いている。

３．見直しの経緯
（利用者の要望等）

以下の理由により、現在の利用者ID体系では、将来的に
コードが不足することが懸念される。

① 先頭２桁の営業所コードの枯渇
② 出港前報告制度による海外利用者の増加
③ インターネット経由でAPSのweb業務のみを行う

利用者（webAPS利用者）への対応

４．次期仕様 利用者IDについて、利用者コード7桁＋利用者識別番号３
桁の１０桁に見直す。

５．その他

利用者IDの枯渇を解消するため、以下のように利用者ID体系の見直しを行い、桁数の拡張を行
うこととする。
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２．利用者ID体系の見直し

１ Ａ Ｎ Ａ Ｃ ０ ０ １
枯渇の懸念

営業所コード 企業略称 利用者識別番号

利用者コード

利用者ＩＤ

将来的に枯渇する可能性あり

NACCSの利用者ID体系について、以下のとおり見直しを行うこととする。

利用者コード（５桁）＝営業所コード（２桁）＋企業略称（３桁）
利用者ＩＤ（８桁） ＝利用者コード（５桁）＋利用者識別番号（３桁）

利用者IDを８桁から１０桁に拡張する

NACCS業務が一般的
に識別するレベル

個人単位に識別
するレベル
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